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	社会福祉法人
	南嶺山福祉会
	生き抜く力を育む
	保育理念
	生き抜く力の基礎を育む
	保育方針
	園児が喜んで登園するこども園 保護者にとって安心して預けられるこども園 保育士が一人ひとりの子どもの個性を大切にするこども園

	保育目標

	明るく　優しく　心豊かな　こども
	　上記のことを 教育・ 保育方針に掲げ、園児が喜んで登園し、 保護者とお互いに信頼関係を持ち安心して預けられる園を目指し、 職員同士で子どもの成長の様子を理解し合い情報共有化に努めており、 クラスの垣根を越えて園全体で教育保育に努めています。
	西出水認定こども園・出水中央こども園は


	『認定こども園』です
	認定こども園とは・・・ 幼稚園と保育園のいいところを併せ持ち 「教育」「保育」「子育て」を総合的にサポートします。
	認定こども園
	幼稚園
	・幼児教育を提供
	・標準４時間利用

	保育園
	・保育を提供
	・基本８時間利用


	保育の特徴
	未満児（０～２歳） 一人ひとりの生活リズムに合わせて、子どもたちが安心して過ごし、 保育者との関わり、五感を使った遊びを通して成長できる環境を整えています。
	以上児（３～５歳） 学習面では英語・音楽に親しむなど楽しく学べる環境を整え、 保育者だけでなく友達との関わりの中で様々な経験をし豊かな感情を育み、 色々な事に挑戦しようとする子どもたちを支えます。

	１日の流れ
	順次登園 視診・検温
	クラス別保育
	おやつ
	７：００ 開園
	９：００
	１０：００
	順次登園 視診・検温
	体操・かけっこ
	クラス別保育

	給  食
	午  睡
	おやつ
	順次降園 自由遊び
	１１：００
	１２：００
	１３：００
	１５：００
	１６：００
	１９：００ 閉園

	給  食
	午  睡
	おやつ
	お集まり 順次降園 自由遊び


	食育
	主な行事
	お見知り遠足 自由保育参観 運動会 芋ほり 焼き芋大会 餅つき大会 おゆうぎ発表会 卒園式
	0〜2歳児
	3〜5歳児


	出水中央児童クラブ
	一時預かり保育事業
	　保護者が仕事や病気、看護、冠婚葬祭などの理由で 家庭で保育ができない就学前の子どもたちを対象に、 こども園にて一時預かりを実施しています。
	西出水認定こども園・出水中央こども園では
	いろいろな立場の職員が子どもたちの成長を支えています
	保育教諭
	放課後 児童支援員

	農業員
	調理師
	看護師
	栄養士
	放課後 児童支援員 補助
	子育て支援員

	保育補助
	調理補助
	事務

	日々の保育・教育活動・保護者への連絡・保護者支援・事務作業支援など
	子どもたちが安心して遊び、多くのことを学んでいけるようサポートしています。

	一緒に働く仲間募集中！
	福利厚生
	ここが魅力
	　　今資格を持っていなくても　　 　働きながら保育士や子育て支援員 放課後支援員などの資格を取ることができます！

	先輩の声
	（Y・S先生）
	Q.入社した理由は？
	A.小さい頃から保育士に憧れて 保育士になったので、 それを活かせる職場で働きたいと思い入社しました。
	（Y・T先生）

	Q.入社した理由は？
	A.小さい頃から子どもが好きで子どもと関わる仕事がしたかったので入社しました。

	Q.やりがいは？
	Q.やりがいは？
	A.やっぱり子どもの成長を身近に感じられることがやりがいの１つです。 また、「せんせーい」と笑顔を見せてくれると幸せな気持ちになり、今日も頑張ろうとはげみになります。
	A.子ども達の成長を間近で感じられることです。一緒に遊び、関わっていく中でたくさんの笑顔を見られると嬉しく自分も元気をもらっています。
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